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次第

１ 開会

２ あいさつ

３ 自己紹介

４ 報告案件

５ 審議事項

発言者

関副会長

宮下会長

全員

事務局

事務局

茂木委員

梅干野委員

事務局

内容

（開会）

（あいさつ）

（自己紹介）

（説明）

質問などございますでしょうか。

●●家の屋根瓦について、修理前の意匠と違って、面取瓦になっ

ている。施主の予算もあると思うが、本来は、景観を第一に考え

ていくべき。また、より厳しい修理基準を検討すべきではないか。

聞いたところ、修理修景基準に照らして、基本的に問題があるか

どうかのチェックは事務局でされている。どこの重伝建もそうだ

と思うが、修理修景基準は比較的広く定めておいて、そこから先

は審議会で議論する形になる。厳しい基準を設けるかどうかは充

分に議論が必要だと思う。また、設計者や施工者等人材育成が課

題だと思われる。奈良井宿では週末に設計者さんたちが修理相談

会や勉強会を開いていると聞いたので、先進事例を調べられると

よいと思う。

ここからは審議事項に入るため、宮下会長に議長をお願いします。



６ その他

７ 閉会

事務局

宮下会長

宮下会長

事務局

梅干野委員

宮下会長

事務局

関副会長

（説明）

以上について質問はありますでしょうか。

▲▲家の現状変更行為について、外観の色をもう少し周りに合わ

せるようお願いすることは可能か。

▲▲家は風致地区にあり、比較的新しい建物が並ぶ地区の中で、

通りから南に奥まった場所への建築しており、許可基準は守られ

ている。

ひとつ考えておかなければならないのは、裏通りの景観について、

保存計画に何か載せておくこと。既に現代的な建築物があるなか

で、どの程度まで景観を維持していくのか載せておかないと、毎

回議論が繰り返されると思う。水天宮に関しては、建築年や海野

宿の水源を守る文化財だと分かる史料が必要だと思う。市として

は重伝建以外に、市文化財として検討する方法もあると思う。

審議事項は以上です。ありがとうございました。

（説明）

（閉会）


